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 2番目の視察先は、京都府で、 

 視察内容は、 

２．京都府京都市 京都市メディア支援センターについて 

  となりました。 

 

＜概要＞ 

 京都市は政令指定都市でその中でも最初の市制を敷いた五大都市のひとつであり、その中で

最も古い伝統を持つ自治体です。 

 町田市とははるかに規模が異なりますが、個別部門の事業においては、その先進性をと入れる

ところがあるものと推量し、視察自治体の一つに入れさせていただきました。 

 

 

 京都市メディア支援センターの目的は、以下のように提起されています。   

ロケ・取材に関する情報の提供 

写真、地図、使用条件、連絡先など 

 ロケ・取材に必要な情報（撮影関連事業者など）の提供 

宿泊や食事、撮影機材や車両など 

 ロケ・取材に必要な許可手続きのアドバイス 

交通管理者や道路管理者など 

 ロケハンや撮影への同行 

必要に応じて同行します。 

 支援作品の PR協力 

HPなどを通じて内外に発信 



 

 

その伝統文化自体が人を引き付ける魅力を持った観光都市となっているが、さらに視察項目に

している、京都市メディア支援センターについては、さらに京都の魅力を高める存在となっているも

のでした。 

 

なお、京都市はアニメ制作の一大拠点となっていますが、その担当部署は別建てになっており、

産業観光局クリエイティブ産業振興室が担当していました。 

 

 なお、話には京都市産業観光局観光 MICE推進室国際・プロモーション戦略係長にも同席して

いただきました。 

 
＜所感＞ 

 

先に結論的な言い方では、 



京都市メディア支援センターの目的は、多岐に分かれた細目の業務にも及ぶ範囲ですが、以下

の内容で検討するように、町田市のフィルムコミッション事業においては、ロケなどの誘致拡大、そ

れによる町田市の情報発信を自己目的にしていますが、京都市においては取り扱い件数が 150

件もあり、ロケなどの申し込みに対してその取捨選択の交通整理を行っているかのようにうかがえ

ました。 

 

 まず、事例の表示から始めると、エキストラの募集にも以下の記載あるほどの参加レベル、数

がありました。 

 

2026.05.12 【募集情報】急募！締切明日 5/13！時代劇出演の男女を募集します。 

2026.04.27 【募集終了】テレビ朝日時代劇連続ドラマからエキストラ募集のお知らせ！ 

2026.03.24 【募集終了】松竹エンターテイメント大作時代劇映画から男性エキストラ大募集！ 

2026.03.13 【受講生募集】映画人養成スクール「アジアシネマアカデミー京都」第２期生二次募

集（俳優クラス／企画・脚本クラス）募集中！！ 

2026.03.04 【募集終了】松竹エンターテイメント大作時代劇映画から男性エキストラ大募集！！

＜エンドロールに名前を載せよう！＞ 

こうした日常の業務として扱われており、ある種そもそも、町田市の観光誘致事業との事業形態

を異にしているのでしょう。 

 

（いわゆる経済評価について） 



 この種の事業に関して、経済効果を図ることが多く、町田市の場合の予算に対して、マ

スメディアに取り上げられた広告効果を数値化して、それを大きな目的にしている。ただ

し、それによってどこまで町田市への集客につながるかは推し量る指標が明確になってお

らず、町田市への来訪者数、宿泊者数、あるいは町田市内における購買、さらに土産品の

売り上げまでに至るとはなはだそれが具体的な関連性を持ったものが明示されているとは

いいがたいものと言えよう。 

 この京都の場合は、京都市メディア支援センターの情報発信効果はもちろん、経済効果

を推量する発想すらないように見受けられるのである。その理由は、そもそもマスメディ

アの記事の広告記事評価を数値化することの難しさ、その数値転換の希薄性を考慮して入

りのだろう、そもそも京都は、歴史的に集客の体制は完備していると言える。 

 

（フォトライブラリー：画像・映像提供業務について） 

 京都市では、メディア関係者、映像制作者、出版社、旅行会社などで、会員登録をした

ものに対して、京都市の画像や動画を提供し、その会員数は 1835名に上っているとのこ

とでした。 

 そのことによって、京都市の紹介、観光・集客を目的とする広報宣伝物に提供してい

るとの方針でした。＊HPで画像・動画を掲載して利便を図っているとのことでした。保

有画像は 664枚、動画 29本（1本 10秒ほど）と資料に記してありました。 

 

 京都市は、この種の利便を図る意図は観光情報を自らオープンにし、対象がより京都市

に関心を持ち、大事にしてくれるという選択をしたのでしょう。京都市に対する需要は

多数あり、些細なことや、基本情報を相手が自由に入手することで、需要が多すぎるこ

とで、京都市メディア支援センターの業務の合理化を図っているのでしょう。 

 

（ロケ支援の対応について） 

 今回の視察では、 

ロケ支援・・・困ったこともご説明いただきました。 

○撮影のクランクアップ直後の制作会社倒産、 

  ○刀の鞘で文化財損傷 

  ○突然の撮影延期、撮影キャンセル 

  ○撮影時間、使用内容が申請や説明時と違うというお叱り 

   他を挙げていただきました。 



  ロケは生ものなのでその都度、様々の問題が起きると思いますが、文化財が損傷する

ことでは、お金では取り返しがつかないことであり、かつ、そうした文化財が京都

市の魅力を構成しており、そのリスクを如何に低減するか、無くせるかが大切なこ

とでしょう。 

   

  町田市が学ぶことは、優秀な作品に限らず、佳作の作品を堅実に送り出すロケ地とし

て、その実績を積み重ねることではないだろうか。 

 

＜追記＞ 

 そもそも、京都と町田では映像に反映する文化の様相が異なるように思いました。 

 京都は歴史的な事件や場面が書き込まれたリアルな場所や施設が無数にあるのに比べ 

町田市の場合は、どこにでもある風景、近代の建物がたくさんあり、「昔、あるところ 

に・・・」や、架空の地名を必要とする場所や団地を始めとする一般の生活が伺える 

場所がいくつもあります。その意味では、民間 TV局のスタジオが近くにあり、かつ、都心 

からのアクセスも良い地点にあることです。ドラマの背景を設営する場所としては、短期 

間の撮影を必要とする地点としては最適とも言えますし、現実のロケに使用される可能性 

が極めて高いと言えるでしょう。 

 


